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上記に加え、地域公共交通を確保し、維持するためには、車両の老朽化への対策も必要であり、地域

公共交通確保維持事業（陸上交通：車両購入に係る補助）を活用しながら、持続可能な運行を目指す 

きたバス（清須市系統）（昼便⑩ふじ線（南部線））は、北名古屋市内外の拠点間を連絡し、通院や買い物等の日常生活行動だけではな

く、観光やビジネス等、多様な目的での移動を担っています。起終点の西春駅は、他モードや地域内交通と連絡し、交通ネットワークを

構築する上で特に重要な役割を担っています。一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維

持事業により運行を確保・維持する必要があります。 

きたバス（昼便⑦わかば線（西部線））は、北名古屋市内各地域から公共施設、スーパーマーケット、金融機関、医療機関等の生活必需

施設を経由して西春駅を結ぶ路線として地域の移動手段としての役割を担っており、西春駅では、きたバス（清須市系統）（昼便⑩ふじ

線（南部線））への接続により、広域への移動も可能とするなど、きたバス（清須市系統）（昼便⑩ふじ線（南部線））を保管する欠かせない

路線です。一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する

必要があります。 

補助系統の地域公共交通における 

位置付け・役割について 

地域公共交通確保維持事業の必要性について 

補助系統に係る事業及び実施主体の概要について 

地域公共交通全体の定量的な目標・効果とその評価手法について 

赤枠内／当初計画 

赤枠外を追加 

2026(R8)年 

5月26日（火） 

地域公共交通会議で 

承認 

目標 数値指標 データ取得方法 現況値 目標値（2029年度）

きたバスの年間利用者数 213千人/年（2024年度） 235千人/年

きたバス清須市系統（昼便⑩ふじ線（南部線））の
年間利用者数

11千人/年（2024年度） 13千人/年

市民の外出機会の創出 きたバスの継続利用率
アンケート調査により

隔年で計測
18%（2022年度） 22%

北名古屋市の財政負担 109,462千円/年（2024年度） 140,000千円/年

きたバスの収支率 16%（2022年度） 19%

交通事業者との
連携強化による
路線の維持・改善

バス事業者保有の
乗降データにより

毎年計測

地域全体で支える
持続可能な公共交通

決算により毎年整理

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業の活用
きたバス清須市系統（昼便⑩ふじ線（南部線）） 西春駅東口 はるひ呼吸器病院（清須市） 西春駅東口 ４条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

きたバス（昼便⑦わかば線（西部線）） 西春駅西口 西部北地域包括支援センター 西春駅西口 ４条乗合 路線定期運行 交通事業者 フィーダー補助


